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研究成果の概要（和文）：優れた看護実践事例から、他の看護師が共有し易い形で表現すること、看護学の学問
的体系化のために蓄積可能な形にすることを目指して、事例研究方法を開発している。看護師自身の実践経験を
研究者グループが現象学的な間主観性のもとで共に意識化・言語化し、グラウンデッド・セオリーの手法を用い
た概念化を援用する方法モデルを開発した。さらに、このような事例研究の方法に関するワークショップの実施
を試み、模擬事例を用いて実践の意識化、言語化、概念化をグループワークする4回シリーズのワークショップ
を考案した。実践を意識化・言語化するためのワークシートと概念化を促進する表のフォーマットを開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a research method of case study in 
order to develop nursing clinical knowledge in the way that is useful for other nurses to share the 
knowledge and also that is possible to accumulate knowledge in order to develop the discipline of 
nursing sciences. It allows becoming aware and verbalizing nursing practice under the 
inter-subjectivity among the research group, and conceptualizing using the grounded theory 
technique. We also attempted several workshops to share the method with clinical nurses, and 
developed a four series program that makes possible for them to learn becoming aware, verbalizing, 
and conceptualizing. We also developed a worksheet for becoming aware and verbalizing, and a table 
to promote conceptualizing.    

研究分野： 高齢者看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 日本の看護実践に即した看護学の構築が必
要である。 
 
２． 研究の目的 
 看護の実践知を統合可能な形でまとめ、新
たな看護学の体系を構築するための新たな
事例研究の方法をプロトコール化する 
 
３． 研究の方法 
 看護実践者と協力して、研究代表者と分担
者が各自分担して複数の事例研究を行い、そ
の内容をリフレクションすることから事例
研究の方法をプロトコール化した。合わせて、
現象学を中心に文献学習および識者を招い
てのセミナーを実施して、事例研究方法開発
に役立てた。 
 
４．研究成果 

 
看護実践の事例研究にとりくみつつ、方

法論の開発と実践者向けワークショップ方
法の開発を行った。計 12 件の事例研究にと
りくみ、事例研究方法に関するセミナーお
よびワークショップを、看護系学会、都道
府県看護協会、主任研究者らが主催する
Long-term care quality 研究会等において開
催した。現象学を中心とした読書会、哲学
研究者を招いての講演会を開催した。 
我々が構築しようとしている看護実践の

事例研究は、実践知の形式知化の一方法で
ある。優れた看護実践事例に関し、他の看
護師が模倣したり参考にしたりできるよう
な知を、なるべく平易な形で表現すること、
さらに看護学の学問的体系化のために蓄積
可能な形にすることを志向している。看護
実践は患者と看護師間の文脈性、省察的展
開、統合性、一回性を特徴とする相互作用
のプロセスとして実施される。その実践が
効果的に患者を支援するありようを理解す
るためには、その看護師が状況をどのよう
に捉え、何を為したかということについて、
その看護師が経験した認識過程をなぞる形
で把握することが必須と思われる。このた
め現象学的な看護実践者の経験把握がこの
事例研究の基盤となった。看護師自身の実
践経験を、看護師自身と他の実践者および
研究者が現象学的な間主観性のもとで共に
理解し、その理解をなるべく平易に他者が
理解できるようにするために、グラウンデ
ッド・セオリー法の手法を用いた概念化を
援用する方法モデルを開発した。グラウン
デッド・セオリーでは概念化は多様な方向
性が可能であるが、ここでは、その方向性
の基盤として現象学を置くと、看護実践が
当該患者への支援として効果を持った意味
に関して概念化できるように考えられた。 
 このような事例研究を汎用可能にするた
めに、なるべく平易な形でのプロトコール
化を試みた。このためには、看護実践者を

対象とした事例研究方法ワークショップの
試行を繰り返した。その結果、模擬事例を
用いて、実践事例の意識化、言語化、概念
化のプロセスをグループワークを通じてた
どる全 4 回シリーズのワークショップが考
案され、そのうち 3 回目までを実施した。
実践を意識化・言語化するための実践経過
を順を追って記載するワークシートと、概
念化を促進するための表のフォーマットを
開発した。これらはこの研究プロジェクト
のホームページ上で公開した。 
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